【２】採点の状況　他府県との比較
	
	大阪府
	愛知県
	千葉県
	島根県

	試験日と合格発表までの間の日数　等
	【前期】5日（定員の47.8％）
【後期】6日（定員の52.2％）
前期不合格者の多くが後期受検
	【Ａ群】6日
【Ｂ群】3日
ほとんどの生徒が2回受検をする
	【前期】5日（定員の６０％）
【後期】5日（定員の４０％）
前期不合格者の多くが後期受検
	11日
第1希望で定員の８０％
第2希望で残りの２０％を決定

	採点作業日数
	前期は1日半～２日　
後期は2日～２日半
	1日半
	1日半
	1日半

	試験科目数
	前期3教科　
後期5教科
	Ａ群　5教科
Ｂ群　5教科
	前期　5教科
後期　5教科
	5教科

	試験時間
	前期40分　後期50分
	40分
	前期50分　後期40分
	各教科　50分　

	教科外
	（前期）小論文、情報活用力検査
面接、実技検査の中から１つ
	全員に面接を実施
	面接、小論文、作文、適性検査、学校独自問題から各校1つ選択
	学科により、面接または実技がある。

	問題の概要
	論術問題は他府県より多い。
	論述問最低1問以上も含めているが、多くはない
	論述問題は増加傾向。各教科２～３問以上ある。
	論述問題は増加傾向。各教科で２～３問以上はある。

	平均倍率
	前期　２．１９倍
後期　１．２５倍
	Ａ群　２．０７倍
Ｂ群　２．００倍
	前期　１．８５倍
後期　１．４４倍
	０．８７倍

	採点業務全般の負担感
実質採点総量
	・各校は2回（1回）の採点で延べで入学定員の約１．７倍の数の採点を行っている。
	・各校は1回の採点で入学定員の約２倍の数の採点を行っている。

	・各校は2回の採点で延べで入学定員の約１．７倍の数の採点を行っている。
	・多くの学校で定員割れを起こしており、採点する答案そのものの数は少ない。０．８７倍の数

	その他
	・論述問題が多い分、５教科の論述採点に関わる教員の負担は大きいが、それ以外の負担は大きくない。
	・論述は少ないが、受験者が多く、教員一人あたりの採点両は多い。
・採点後の合否判定業務は県教委が行っている。
	・大阪府と同様の状況である。
	・学力検査当日以外は授業日
・採点は少ないが、第一、第二希望の調整を各校間で行っており、合否判定作業は煩雑である。
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